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        会議録       
会 議 名 第５回 新郷土資料館整備基本構想・基本計画策定検討会 

日 時 平成 2９年２月３日（金）午後 18 時30 分～20 時２０分 

場 所 クリエイトホール 1１階第７学習室 

出

席

者

氏

名 

参 加 者 
池上裕子、大森映子、小野一之、柿﨑博孝、唐沢靖、合田恵美子、 

竹口君夫、内田和隆、及川真由美、本田怜子 

説 明 者 中正由紀文化財課長（兼 郷土資料館長）、尾崎光二主査 

事 務 局 
中村善行主査、河津美穂子主任、熊切唯主事 

（株）丹青社 高橋、小杉、幸、丹羽 

欠 席 者 氏 名 新井勝紘、髙橋洋 

議 題 

(1)パブリックコメント実施状況について【当日配布資料】 

(2)第４章 施設整備の方向性について【資料１】 

(3)新郷土資料館基本構想について【資料１】 

(4)アンケートの実施について【資料２】【資料３】 

(5)その他 

公開・非公開の別 公開 

傍 聴 人 の 数 なし 

配 付 資 料 名 

(1) 会議次第 

(2)【資料１】新郷土資料館基本構想（案）  

(3)【資料２】アンケートの実施について  

(4)【資料３】アンケート用紙 

(5)【当日配布資料】パブリックコメント実施結果について 
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会 議 の 内 容 

＜開会の挨拶＞ 

事務局：それでは第５回検討会を始める。今回の署名は合田氏にお願いする。 

 

＜(1)パブリックコメント実施状況について＞ 

座長：それでは会議次第に基づき会議を進めたい。事務局から資料の説明を

お願いする。 

事務局：パブリックコメント案は、前回検討会に提示した案から、基本構想

のタイトル名称や、「協創」等の用語説明などを修正した。また、パブリッ

クコメントは 25人から110 件提出された。頂いた意見に対しては市の回

答を用意するとともに、基本構想に反映できるものは取り入れている。施

設や展示に関するより具体的な意見については、基本計画の中で反映した

い。 

座長：共感する意見が多いと思うが、ご意見はあるか。 

参加者：特に無し。 

 

＜(2)第４章 施設整備の方向性について＞ 

事務局：第４章の施設整備の方向性は、前回の施設構成案に加え、施設の考

え方と空間構成の考え方を加えた。利用者に対する開放度合いに応じて「オ

ープンエリア」「セミオープンエリア」「クローズドエリア」に区分する考

え。 

座長：「オープンエリア」「セミオープンエリア」「クローズドエリア」という

のは、斬新で良い整理の仕方だと考える。 

参加者 A：現在の郷土資料館では、車人形や機織り、昔の遊びなどの体験コ

ーナーがあり、小学生などがよく利用しているが、こうしたスぺースは構

成案のどこに位置づけられるのか。 

事務局：キッズスペースや、常設展示室内に設ける教室などの再現コーナー、

体験スペースなどが考えられる。 

参加者 B：企画展示室や特別展示室を「クローズドエリア」とするのは違和

感がある。言葉の定義を整理し直すか、別の名称を検討しては。 

座長：専門性の度合いで区分したのかと感じた。 

事務局：事務局内でも、空間的な行き来の自由度や、開館時間の違い、有料・

無料区分など意見が分かれた。 

参加者 C：私は管理度合いの違いと認識した。「クローズドエリア」は職員が

全面的に管理し、「オープンエリア」は普段職員が不在でも管理をするなど。

体験も内容によってオープンにもクローズドにもなるのでは。 

座長：私の言葉で言えば「敷居」だと思う。段階を踏むことで少しずつオー

プンになるのでは。 

参加者 G：企画展示室や特別展示室の敷居を上げる必要は無いのでは。重要

な資料を借用する意味合いもあるかもしれないが、展示は皆に開かれたも 
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会 議 の 内 容 

 のなので、クローズドではないのでは。 

座長：段階を踏むにしても、「クローズド」という表現に問題がある。 

参加者 D：常設も企画・特別展示室も同じ「セミオープンエリア」でも良い

と感じる。 

参加者 E：私も同意見だ。博物館には公開ゾーンと非公開ゾーンがあり、現

状は入館料の有無で分けていると感じるが、もっと３つの言葉を工夫し、

企画・特別展示室は真ん中の区分にして頂きたい。 

参加者 D：３つの名称が難しい専門用語と感じだので、何を基準に分けたか

を分かりやすく説明して欲しい。 

参加者 C：「クローズドエリア」に、一般の人が普段入らないバックヤードと、

一般の人が管理下の元で入れる施設が混在していると感じるので、整理が

必要では。 

参加者 A：施設の構成案を見ると、調べものをする場合、まず展示を見て、

図録等を見るためレファレンス室に行き、続いて開架書庫、地域情報コー

ナー、学芸員室に行くと思う。手間をかけずに移動できる配置計画を策定

して欲しい。 

座長：施設構成の中に、観光も入れてはどうか。また、医療刑務所跡地利用

計画は防災の視点を重視しているので、博物館の機能の中にも防災の視点

を取り入れても良いのでは。 

事務局：一時退避場所として安全に過ごせ、備蓄の機能が博物館としてもあ

ると良いと思うので、検討したい。 

参加者 F：「キッズスペース」は、キッズを対象とした展示のことと思うが、

保護者（複数）と一緒に来た子供の中で、まだ博物館に興味のない小さい

子どもを保護者と一緒に遊ばせる場所と思う人もいる。このままの表記で

良いかを検討して欲しい。また、たとえば一方の保護者が子供を連れて博

物館を見ている間、他の保護者がまだ博物館に興味のない小さな子と一緒

に待っているスペース（これをキッズスペースと思う人もいる）を設ける

かどうかも検討願いたい。 

 

＜(3)新郷土資料館基本構想について＞ 

事務局より、基本構想のはじめに～第３章の修正箇所を説明。 

参加者 F：「はじめに」の内容について、以前の会議資料で、縄文時代の遺跡

にその名称が出ていたので旧石器時代も遺跡名を出してはどうかと発言し

たが、本日の資料では、内容が随分変わり、縄文及び旧石器時代ともに遺

跡名の記載が無くなった。前回の資料に記載のあった遺跡名は記載を残し

ておいても良いのでは。 

事務局：八王子市内には数多くの遺跡があり、国指定の椚田遺跡以外は取捨

選択が難しいため、全て削除した。 

参加者 G：「はじめに」の項目を作ったのは良いと思う。内容も分かりやすく

なった。ただし、江戸時代の宿場町ができた箇所は「八王子宿」の名を出 
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しては。また、後半で「織物のまち 八王子」の基礎が築かれた時代が明

治か昭和かが分かりにくい。 

参加者 H：桑都の位置づけをもう少しはっきり出してはどうか。また、江戸

時代から織物の伝統文化が根づいた段階を紹介することで、八王子の中心

地域としての位置づけが見えるのでは。 

事務局：今年度は基本構想を 20 ページ程度にまとめるが、来年度は基本計

画となり、合わせて80ページ程度と資料 20ページ程度にまとめる想定。

「はじめに」も、基本構想では 1 ページにまとめたが、今後、基本計画で

内容を充実していきたい。 

座長：八王子城が落城してではなく、築かれたことで新たな時代を迎えたの

では。 

事務局：八王子市では、八王子城の落城した年を開市の始まりとしている事

情がある。検討したい。 

参加者 A：10 ページの教育・普及事業の利用者数の数値がおかしい箇所があ

るので、確認して欲しい。 

事務局：確認して修正する。 

参加者 D：11ページの基本理念で使われる「協創」とは、そもそも市民と協

力して何を創るのかを確認したい。市の計画でも使われているが、市制と

いう大きなものなのか、それとも博物館を創るのか。 

事務局：成長し続ける博物館を実現するためには「協創」が必要と説明して

きたが、市の内部でも「協働」とどう違うのかと指摘された。協働は、ス

キルを持った市民や団体とともにある目的を達成することで、現在、郷土

資料館ではガイドボランティアを養成し、展示ガイドや講座の補助などを

協働して行っている。このボランティア活動では、当初の目的として想定

していなかった自発的なボランティアグループ「紙芝居会」や八王子城主

北条氏照を研究する「氏照会」が生まれ、その活動から地域の歴史を紹介

する紙芝居や歴史年表が作られ、八王子の歴史を広く紹介している。 

参加者 C：14 ページで機能の基本的な考え方に、「既存の施設の活用も図り

ながら」とあるが、関連施設として何があるのかを、資料館の沿革の最後

などに簡単に記載してはどうか。 

座長：流れが明確になるので、対応をお願いしたい。 

 

＜(4)アンケートの実施について＞ 

事務局：小学校向けのアンケートは、今月実施中。大人向けのアンケートは、

特別展に合わせて実施する予定だが、内容を検討中。 

座長：あまり例のないアンケートなので、結果を楽しみにしている。ご意見

はあるか。 

参加者：特に無し。 
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＜(5)その他＞ 

事務局：次回の第６回検討会は、3 月 16 日（木）18:30～20:30 にクリ

エイトホール 11 階の第 7 学習室で開催する予定。年末年始に２回開催し

た博物館視察会の成果は、基本計画の参考にしたい。また、特別展図録と

鈴木日記一、資料館だよりを配布したのでお読み下さい。 

座長：これにて第５回検討会を閉会する。ありがとうございました。 

 

 


